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ＰＤＦ帳票のレイアウト変更（概要） 

 

# 項目 区分 対象 内容 効果 

① 帳票ＩＤ 

追加 

全帳票 帳票ＩＤ（英字３桁＋数字５桁）を表示します。 問い合わせ対応などにおいて、帳票が特定できます。 

② 作成日 全帳票（※1） 帳票の作成日時（出力日時に相当するもの）を右上に表示します。 各明細などが、いつ時点の情報であるかを特定できます。 

③ ページ数 一部帳票 複数ページ出力する帳票については、ページを右上に表示します。 印刷時におけるページの抜け漏れを防止できます。 

④ 余白 

変更 

全帳票（※2） 
帳票の上と左の余白を広げます。 印刷した帳票を保管する際、綴る穴が明細行に被らなくなります。 

⑤ 文字サイズ 文字サイズを拡大のうえ統一します。 帳票全体が見やすくなります。 

⑥ 見出し行 

全帳票 

表の見出し行を網掛し、太字フォントにします。 見出し行と明細行が区別しやすくなります。 

⑦ 表示位置 項目名と明細の表示位置を、固定長は中央揃え、金額は右揃え、その他は左揃えに統一します。 表示方法を統一することで、帳票全般が見やすくなります。 

⑧ 罫線 明細内の罫線を点線とします。なお、明細単位の罫線は実線のままとします。 明細の境界線が見やすくなります。 

⑨ 項目名 一部帳票 項目名と明細で表示位置がずれている場合、項目名の表示位置を修正します。 明細の項目が識別しやすくなります。 

※１：現行システムで代替可能な日付（取消日、変更日、解除日など）を表示している一部の金庫帳票については、対象外となります。 

※２：１帳票あたりの最大明細数を変更しない範囲で余白を調整しているため、一部帳票では変更のない場合があります。

【変更前】現在のフォーマット 【変更前】ＩＢ更改後のフォーマット 
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ＸＭＬ電文 ディレード機能の追加

  XML 形式の総合振込データについては、現在、持込件数が９９９明細まで持込可能であり、１０００件以上の

明細がある場合は９９９明細に分割する必要がありましたが、ＩＢシステム更改後は９９９９明細まで持込が可能

となるよう対応します。 

  なお、本対応に伴うエンドユーザ画面、操作方法等の変更はありません。 

現在 ９９９明細まで XML ファイルの持込が可能です。 

１０００件以上の明細がある場合は、９９９明細以内に分割して

作成いただく必要があります。 

ＩＢシステム更改後 ９９９９明細まで XML ファイルの持込が可能です。 

１０００件以上の明細は、ディレード取引として取扱います。 

 

 

外部ファイル登録－持込受付画面イメージ 

   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファイル形式の選択に「ＸＭＬフォーマット」を追加します。 
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  外部ファイル登録－データ登録画面 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

XML ファイル上に EDI 情報が登録されている場合、

「EDI 表示」ボタンを表示します。 

ボタンを押下すると、「ＥＤＩ情報画面」に遷移します。 
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  外部ファイル登録－ＥＤＩ情報画面 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＸＭＬファイル上に設定されていた

ＥＤＩ情報を表示します。 
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  入出金明細照会画面イメージ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＸＭＬフォーマットでダウンロードするボタンを追加し、ＸＭＬフォーマットの

ダウンロード可能時間帯（８：００～１９：００）のみ表示します。 


